





































55. 6％（公立72. 6％，私立44. 6％）と比べると，
約20％の上昇がみられた。また，教員同士の交
流実施率においても54. 6％（公立69.2％，私立

























山 崎 菜 央
（附属小学校教諭）
難 波 正 明
（教育学科教授）
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（京都幼稚園主事）











































































































































































































第 1回 2013年 5 月17日 日常の保育
第 2回 　同年 7月 2日 好きな遊びと泥んこ遊び
第 3回 　同年 7月 5日 好きな遊びとお誕生会
第 4回 　同年 7月12日 日常の保育
第 5回 　同年 7月16日 日常の保育
第 6回 　同年 9月11日 好きな遊びと敬老の会
［表 2］授業参観の実施日と内容
授業参観実施日 内　容
第 1回 2013年 5 月28日 1 年生の音楽科《かたつむり》









第 4回 　同年 7月12日 2 年生の音楽科［おまつり　ワッショイ］
［写真 1］　好きな遊びをするつき組の子ども達
第 5回 　同年 7月16日 1 年生の音楽科［鍵盤ハーモニカ］
第 6回 　同年10月15日 1 年生の音楽科「楽器をつくろう」
［写真 2］　仏参で合掌をするつき組の子ども達
─ 81 ─





























































4 ．3 　附属小学校　〈 1 年 1 組〉　の授業実践から































































































































































































































































































































16）第 2著者の砂崎は， 1年 1組の担任であり，
1年生の音楽科の授業を担当している。第 3
著者の山崎は 2年生以上の音楽科を担当して
いる。
17）『小学音楽　おんがくのおくりもの 1』教育
出版　2011　p. 61
18）同上書　pp. 26－27
19）行動の分析と表の作成には，ディケイエイチ
社の「行動コーディングシステム」のソフト
を用いた。
20）野口孝信監修『低学年のリズム指導─教材化
と指導資料』音楽之友社　1979
※本研究は，日本学術振興会の科学研究費補助金
による基盤研究（Ｃ）「幼小連携をふまえた音
楽教育プログラムの開発」（課題番号：
25381279，代表者：岡林典子），および京都女
子大学平成25年度研究経費助成を受けたもので
ある。
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